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２１世紀の開幕と世界史教育

北海道高等学校世界史研究会

会 長 櫛 井 征四郎

（北海道名寄恵陵高等学校長）

新年明けましておめでとうございます。

いよいよ２１世紀が開幕しました。我々は２世紀をまたがって生きることになるわけですが、

これまでの２０世紀はどんな世紀であったのでしょうか？

ある人は２つの世界大戦があったことから「戦争の世紀」であったと言い、また、ある人は

「社会主義の世紀」であったとも、 「核とコンピュータ出現の世紀」であったとも言います。

それでは、これからの２１世紀はどんな世紀になるのでしょうか？

人類の課題として、地球の温暖化や人口爆発による環境の悪化と保全、食糧やエネルギ

ー問題の克服、南北問題をはじめとする様々な格差の是正、民族や国家間の紛争の解決、

核やコンピュータの制御など沢山挙げられますが、新世紀の展望に関しては、楽観論よりも

悲観論の方が多いように思われます。

２１世紀はまちがいなく 「コンピュータの世紀」になることでしょう。豊かな生活を目指すか

ぎり、好むと好まざるとにかかわらず、今まで以上にコンピュータなしでは考えられない時代

がやって来ると思います。

しかし、コンピュータは「ジキル博士とハイド氏」のように二重人格を有します。

コンピュータ自体が悪いのではなく、あくまでもそれを使う人間の問題なのですが。

１９６ ８年に異色の監督Ｓ・キューブリックがＳＦ映画『２ ００１年宇宙の旅』を作り、進化し

たコンピュータが遂に人間を支配しようとする恐ろしいストーリーを描きましたが、 道具とし

ての使い方を誤ると、この話は絵空事で済まされなくなります。

政治・経済、科学技術や医学などの世界でも、これからはますます人間の倫理観が問わ

れる時代が来るでしょうし、また、倫理観がなければ明るい未来はないと思います。

これからの世界史教育には今まで以上に、確かな歴史観や世界観が求められ、硬直した

イデオロギーではなく、柔軟な思考力や自己変革が求められます。生徒と共に学ぶ姿勢こ

そ、新しく希望に満ちた世界史教育の可能性を開く道であると確信しています。
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第３１回研究大会記録

日 時 平成１２年８月４日（金）

会 場 札幌市教育文化会館 大研修室

講 演 小山 皓一郎 氏

（北海道大学文学部教授）

研究発表 武田 秀治 氏

（北海道札幌開成高等学校教諭）

司 会 石川 麻紀子 氏

（北海道瀬棚商業高等学校教諭）

遠藤 忍 氏

（北海道札幌東高等学校教諭）

記 録 奥田 尚 氏 （北海道湧別高等学校教諭）

菊池 真哉 氏 （北海道札幌白陵高等学校教諭）

講演

「オスマン帝国のユダヤ人」

北海道大学文学部教授

小山 皓一郎 氏

まずユダヤ人に関してであるが、よ く書店で 「ユ

ダヤ人 」という文字がおどっているが、純学術的な

本は少ないようである。それは日本だけではな く 、

例 えば私が昨年行った トル コで も 「 ユダヤ人の陰

謀 」のような反ユダヤ感情を煽るようなものがあっ

た。その反面、ユダヤ人の歴史・ユダヤ人について

の学術的な本は意外と出ていない。ユダヤ人の歴

史はかなり長 く 、古代ユダヤ人の歴史やあるいは

また最近のパレスチナにおけるイ スラエルとの国

際問題に関しては 、多数の研究があり 、本 も出て

いるが、その中間と言うか中世のユダヤ人の歴史

については 、あまり研究が進められていないのが

現状である。

西アジア ・中近東と呼ばれる地域はムスリム （イ

スラム教徒）だけの住んでいる地域と錯覚を起こし

て しま うが 、 しかしイスラム世界というのは過去に

おいても現在においても常に 、キリス ト教徒 ・ユダ
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ヤ教徒というマイノ リティがいて彼らは人口から言

う と圧倒的に少数ではあるが、歴史の上ではかな

りの役割を果たしている。そして今後も果たす可能

性がある。

私はオスマン帝国が専門なので 、オスマン帝国

におけるユダヤ人について今調査中であり 、言わ

ば結論が出ていないよ うな状態なのだが、今回話

をさせていただきたい。

まずオスマン帝国という国家であるが、１２９９年

に草創されて １ ９ ２ ２年に滅亡した 。従って昨年は

ちょうど７００年ということになり、トルコの首都アン

カ ラでは 「オスマン帝国草創 ７ ０ ０年記念 トルコ史

学会 」という国際学会が開かれて、私も出席した 。

ただしオスマン帝国が最初から帝国であったわけ

ではない。最初はちっぽけなアナトリア西北部の国

家であったが、それが非常に短期間に勢力を拡大

させて １４ ５ ３年にコンスタンテ ィ ノ－プルを征服し

てビザンツ帝国を滅亡させた後には、ビザンツ帝国

の支配領域、さ らにはそれを上回る領土を支配す

る大帝国になる。だから私は、オスマン帝国という

のは１４５３年のコンスタンティノ－プル征服以後と

考 え るのが良い と 思 う 。 バ ル カ ンのキ リ ス ト 教民

族、東方のアラブ諸民族、北アフリカのアラブ系イ

スラム教徒はみな支配下に入り 、よ く言 う ヨ－ロッ

パ ・アジア・アフリカ３大陸にまたがる大帝国を築き

あげたわけで 、当然ながらそこには様々な民族が

住んでいる 。だからオスマン帝国においては、 「ス

ル タ ン 」 と 言われ る皇帝の も と に一君万民であ っ

て、近代国家ではないから国家の主権は全てスル

タンに集中している。後は全て民であり僕である。

そしてまたオスマン帝国の支配下に入った諸民

族は自らを 「 オスマンル 」 と呼ぶ 。 「オスマンル 」 と

は 「オスマン王家の家来、オスマン臣民」というよう

な意味である。この言葉には何らエスニックな、人

種的な意味はなく、また宗教的な差異もない。オス

マン帝国には様々な民族・宗教があり、オスマン王

家は正当なムスリムでイスラム教が上位にあること

は動かないのだが、それと並んでキリスト教徒とユ

ダヤ教徒も特別な地位を与えられて 、彼らの存在

は保証されていた。

イスラム教徒にとって我々日本の仏教や古代ペ

ルシアのゾロアスタ－教というのは、全くの偶像崇

拝であって邪教以外の何者でもないが、キリスト教

・ユダヤ教について言うならば 、ル－ツは同じとす

るもので 、 も と も とはユダヤ教があって 、それから

キリスト教、そして一番最後に出てきた預言者ムハ

ンマ ド とい う アラブ人がユダヤ教とキリス ト教両方

を知った上で、自分が最も新しい預言者だとして両

教を修正して始めたのがイスラム教なのである。だ

からムスリムにとってキリスト教やユダヤ教は異端

ではない。ただ最もすぐれている、正しいのがイス

ラム教だ と考えている 。従ってキ リス ト教徒 ・ ユダ

ヤ教徒はオスマン帝国だけではなく、イスラム国家

においては 「 契 約の民 」 と 呼ばれ 、 これ を 「 ジ ン ミ

－」と言う。これはジンマを与えられた民という意味

で、ジンマとは生存と財産を保障するという契約の

ことである。イスラム教の教えというのは預言者ム

ハンマド自身が商人であったことからもきていると

思うのだが、もともと都市の商人の間から出てきた

宗教であり、神と人間との関係全てを契約という形

でとらえている。だから 「ジンミ－ 」が契約の民と呼

ばれるのもそこからきているのではないか。

キリス ト教徒 ・ユダヤ教徒はムスリムと同じ権利

はないが 、生命と財産は完全に保障される とい う

立場にあった。オスマン帝国においては、バルカン

半島はほとんどキリスト教徒である。だが最初から

最後までこのキリスト教徒をムスリムへと改宗させ

よ う とは意図していなかったようである 。確かにア

ルバニアやボスニアにはムスリムが多いではない

か 、 と言われるかも知れないが、それは地域的事

情で改宗していった者で、決して強制されたもので

はない 。オスマン帝国に限らずイス ラム国家の支

配者にとっては、自分の支配下にあるキリスト教徒

・ユダヤ教徒を無理やり改宗させるよりも 、彼らの

信仰・生命・財産を維持して代わりに彼らから人頭

税 （ジズヤ ）を徴収する方がはるかに有益であると

考えたのである。この後彼らがムスリムへと改宗し

てしまうと、人頭税という大きな財源を失うことにな

ってしまう 。キリスト教徒には 「 ミ ッシ ョナリ－ 」 とい

う概念があって、どんどん異教徒を改宗させてい く
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宣教師、フランシスコ＝ザビエルのような存在もあ

ったのだが、 イス ラム教においては異教徒を積極

的にムスリムに変えていく、というようなことは言わ

れない。ただ常に門戸は開いていて自発的に改宗

したい者はどんどん改宗してよい、そしてそれを受

け入れるという姿勢である。オスマン帝国において

はそのよ うなこ とから 、ムス リムよりは劣勢である

がバルカン半島ほぼ全域はキリス ト教徒で満たさ

れていて、イスタンブルのような都市でも半数は非

ムスリムで占められていたので 、彼らは 「 ミ ッレ ト 」

という、言わば自治的な共同体で組織されていた。

「 ミ ッ レ ト 」 は 「 ミ ッ レ ト制 」 と言われ、オスマン帝

国におけるイスラム以外の宗教に属する人たちに

対する基本的な政治制度になっている。そして３つ

のミッレトがあった。ミッレトは「自治共同体」だと言

ったが 、 「宗教共同体 」 と訳す人もいる 。宗教に基

づいて作られた共同体で、その中で大幅な自治が

認められているということである。筆頭に来るのが

ギリシア正教のミッレトで、これはバルカンのギリシ

ア人、セルビア人、ブルガリア人といった人々であ

る。これはコンスタンティノ－プル総主教を首長とし

ており 、オスマン帝国のスルタンの威光のもとで 、

バルカンの全ギリシア正教徒を監督する地位にあ

った 。 ２番目にはアルメニア正教というのがある 。

アルメニア人というのは現在は小さな国を形成する

に過ぎないが、民族的には昔からアナトリアの各地

に住んでいて、言わばトルコ人が現在のトルコにや

って来る前の先住民族の１つであった。アルメニア

人は非常に個性的な民族で 、ギリシア正教とは異

なる彼ら独自の教会を持っている。アルメニア正教

と言って 、その ミ ッレ トがあり 、その首長はカト リ コ

ス と呼ばれている 。その次に 、数的には一番少な

いがユダヤ教徒の ミ ッレ トがある 。 これらギリシア

正教徒 ・アルメニア正教徒 ・ユダヤ教徒の３つが、

オスマン帝国において信仰・生命 ・財産を保障され

ていたのである 。オスマン帝国自体はそれぞれの

首長を任命して、その首長を通じて彼らを間接的に

支配していた 。間接統治の方が有効であると考え

ていたようである。だから例えば、今年度のギリシ

ア正教徒に対する納税額がいくらと決められると、

それを確実に徴収しオスマン政府に納める義務と

責任をコンスタンティノ－プル総主教は負わされる

のである。アルメニア正教会におけるカトリコス、ユ

ダヤ教団におけるハハムバシ （ラビの長 ）も同じで

ある 。事実上 、各 ミッレ トの首長というのは租税徴

収の責任を負わされるので、容易なことではない。

その代わりそれぞれのミッレ トの中で起こった 、例

えば犯罪などの問題については原則として全てそ

のミッレトの内部で解決することになっていた。これ

は近代国家においては治外法権になる 。実際 １ ９

世紀になってオスマン帝国の勢力が衰えて西欧列

強の支配下におかれるようになると、これらミッレト

が自治権を持つことが治外法権であるとい う形に

なってしまった。こういうミッレトという形でオスマン

帝国の非ムスリムたちを組織していくやり方がいつ

確立されたかというと、征服者メフメ ト ２世がコンス

タンテ ィ ノ－プルを征服した直後、 ３日後には各宗

教の首長を集め任命していた、と言われている。

ただ先にビザンツ帝国時代のユダヤ人について

もふれておく必要があるかと思う 。オスマン帝国に

おけるユダヤ人というのは、オスマン帝国がコンス

タンテ ィ ノ－プルを征服した後は、かつてのビザン

ツ帝国の領土を継承した形になる。従って住民もビ

ザンツ帝国から続いている。だからユダヤ人という

のは、トルコ人が中央アジアからやって来るより前

からアナト リアに住み着いていたわけで、西暦７ ０

年に古代ユダヤ帝国がロ－マ帝国によって最終的

に滅ぼ される と 、ユダヤ民族はいわゆる 「 亡国の

民」となって世界各地に分散していくことになる。こ

れを 「ディアスポラ 」と言う。しかしながら、そのまま

絶えてしまわず恐るべき生命力をもって、行った地

域で粘り強く生き残ってきた。我々日本列島にはユ

ダヤ人が来た、という記録は皆無だとは思うが、中

国にはユダヤ人が現れたという記録があるそうで、

その他中央アジアから西アジアまで、それからヨ－

ロッパまでユダヤ人の姿が見えない地域はほとん

ど無いと言っていい く らい 、どこでも彼らの姿は認

められた。 しかも亡国の民ということでは 、例えば

ジプシ－なども同じだが、ユダヤ人の特異な点とし

て、どこに行っても非常な能力を持って、少なくとも
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経済的には優位である こ と 、 また学問でもその能

力を発揮して 、人口が少ないわりには歴史的に大

きな足跡を残している 。ただも う一つどこでも言え

ることは 、ほぼ例外な く迫害の対象になるというこ

と である 。 ビザンツ帝国時代のユダヤ人を調べて

おく必要があるというのは、それをオスマン帝国が

そのまま継承した形になるわけで、ビザンツ帝国時

代の イス タ ン ブルあた り にいたユダヤ人のこ と を

「ロマニオ－ト 」と呼んだ。これはロ－マのユダヤ人

という意味である。ビザンツ帝国においてユダヤ人

がどのような地位にあったか、という話であるがユ

ステ ィニアヌス法典の中において法的な地位を規

定されており、私有財産を保障されている。また反

ユダヤ的な行為も禁止されている。しかし実際には

後に、ユダヤ人は様々な差別と敵意の対象とされ

ていて、シナゴ－グ （ユダヤ教の礼拝堂）は古いも

のはそのまま維持してよいが、新築することは許さ

れない とか 、ユダヤ人は絶対に馬に乗ってはなら

ない 、行政職にはつけない 、ヘブライ語の使用制

限など、かなりの抑圧のもとにあった 。だから決し

てビザンツ帝国時代のユダヤ人の地位は恵まれて

はいなかったと言われている 。

１ ２世紀後半のコンスタンティ ノ－プルのユダヤ

人については、 ト ゥデラのベンヤミンによる旅行記

が重要な史料だとされている。そのレポ－トによれ

ば、ユダヤ教徒が２５００人いてそのうち正統派（ラ

ビ派 ）は２ ０ ０ ０人、カライ派 （厳格派 ）が５ ０ ０人で

あり 、あま り多 くはない 。カ ライ派 というのはこの

後ずっと存続するが、これは正統派がタルム－ドと

呼ばれる教典とその注釈書からの膨大な伝承を聖

典の１つとして尊重しているが、カライ派はモ－セ

の五書と呼ばれる旧約聖書の最初の五書が聖典

であって、それ以外のものは認めないという厳格な

ユダヤ人である。ベンヤミンによると、コンスタンテ

ィノ－プルのこの正統派とカライ派のユダヤ人はお

互いの間を壁で隔てて非常に仲が悪い、と書いて

いる 。それからまた彼らの生業で最も多いのは皮

なめし職人であって 、それは非常に臭気を漂わせ

るものであったので、そのため一般のキリスト教徒

には嫌われている 。以上のようにビザンツ帝国に

おけるユダヤ人の地位とい うのは、その継承者で

あるオスマン帝国のものよりも決して勝ってはいな

い、むしろ悪かったとさえ言えるのではないかと思

う。

その中で特にユダヤ人が迫害されたのは、いわ

ゆる第 ４回十字軍のラテン帝国の時代である 。 こ

の時の十字軍は、本来ならまっすぐ聖地エルサレ

ムを奪いに行くはずなのに、スポンサ－がベネチア

の商人であったこ とから経済的な理由でエルサレ

ムではな く 、コンスタンテ ィ ノ－プルを占領した。そ

してそこにいたビザンツ皇帝を追い出して、１ ２ ０ ４

～ ６ １年の間ここを占拠した 。これがラテン帝国で

ある 。当時の十字軍というのは非常に無知蒙昧、

というのは言い過ぎであるが、宗教心があつく 、ユ

ダヤ人に対する偏見が非常に強かった。カ トリック

に関しては最近、ロ－マ法王が過去のユダヤ人に

対する迫害をエルサレムの嘆きの壁の前に行って

正式に謝罪して大きく報道されたが、当時のキリス

ト教徒にとってユダヤ人というのはイエスを磔にし

た敵である 、 とい う見方であった 。従って ラテン帝

国においてはユダヤ人の迫害が多 く行なわれ 、ラ

テン帝国時代のコンスタンテ ィ ノ－プルにおいてし

ば しば失火による大火災が起こったが、その度に

犯人はユダヤ人だとされてユダヤ人地区が迫害さ

れて財産が略奪された、と伝えられている。

オスマン帝国第７代スルタンのメフメト２世、彼は

コ ン ス タ ン テ ィ ノ － プルを征服 し た こ とか ら 「 征 服

者 」と言われているが、彼は１４ ５ １年から約３０年

間在位し、オスマン帝国３６代のスルタンの中で最

も傑出した人物だと私は思う。オスマン帝国の体制

とい うのは彼の時代に確立して 、それが滅亡まで

受け継がれる。そういう言い方ができるほど彼は優

秀な人物だが 、 このスルタンのユダヤ人に対する

態度というのが一貫して、ユダヤ人を優遇するとい

うものであった。ユダヤ人のように迫害されている

人々に と っては 、支配者の政策が一貫していると

いうことが一番大事なことなのである。政策が昨日

と今日で著しく違う、というよりは余り良くなくてもそ

れが一貫して変わらないとい う方が安心感を与え

て、そういう場所にはユダヤ人はずっと住み続ける
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のである。裏を返すとユダヤ人がどんどん去ってい

くような国家は危ない状態にある、とさえも言える。

このメフメ ト２世こそが、非ムスリムのギリシア正教

徒 ・アルメニア正教徒 ・ユダヤ教徒をミッレ トという

宗教的な自治共同体に組織することを計画的に遂

行した人物である。ユダヤ教について言うと、メフメ

ト ２世は コンス タンテ ィ ノ－プルの陥落の ３日後と

記録にあるが、市街にいたユダヤ人の指導者であ

るエリヤ ・カプサリという人物を呼び出して、これを

自らユダヤ人ミ ッ レ トの首長に任命している 。エ リ

ヤ ・カプサリという人物は学者の家系で、その子孫

たちもオスマン帝国においては代々学者として名を

成している 。まずこのような形で 、 メフ メ ト ２世はコ

ンスタンテ ィ ノ－プルにいたユダヤ人たちをビザン

ツ帝国の時よりも優遇してそのまま継承していた、

と言えると思う。ただそのような新しい支配者メフメ

ト２世が、首都コンスタンティノ－プルにおいてユダ

ヤ人たちに対し当時としては極めて温厚な政策を

しいたという評判はたちまち広がって、遠くヨ－ロッ

パ中央部、ドイツ諸邦からもユダヤ人たちが主にイ

スタンブルへ流入してきたのである。 このドイツ諸

邦からのユダヤ人のことを 「 アシ ュケナジム 」 と言

う。

中世から現代にかけてユダヤ人には大き く分け

て２つの系統があって、それはスペイン系のユダヤ

人とドイツ ・東方系のユダヤ人である。どこが違うと

いうと 、一番の違いは用いている言語である。もち

ろん宗教上の言語は両者ともヘブライ語であるが、

一般のユダヤ人が日常的に用いている言語は、ア

シュケナジムの場合はイデッシュ語といって ドイツ

語をべ－スにしてそこにヘブライ語の単語の入った

一種の混合言語である。だからあのユダヤ人科学

者アインシュタインも、若い頃はイデッシュ語を話し

ていたことになる。それに対して 「セファルデ ィム 」

と い う スペイン系のユダヤ人はスペイン語の一種

（ユダヤ訛り ）のラディ ノ語であった。これ以後、オ

スマン帝国には国外からどんどんユダヤ教徒が移

住してきて、ロマニオ－トよりもアシュケナジムやセ

フ ァルデ ィムのよ うな外来のユダヤ人の方が多数

を占めるようになる 。

ド イ ツから来たアシュケナジムのユダヤ人の一

人であるイサ－ク ・サルファテ ィという人の書簡 （ １

４ ５ ４年 ）によると、 「オスマン帝国はユダヤ人の天

国である 」 としていて、オスマン帝国のユダヤ人に

は居住の自由 、財産の処分権が認め られて いる

と 、故郷や他のヨ－ロッパ諸都市のユダヤ人に知

らせている。このようにしてドイツ諸邦をはじめとす

る各地から 、多数のユダヤ人たちが自発的にオス

マン帝国へ流入してきたことが確認できる。ただこ

の時期、イタリアにもかなりのユダヤ人がいたが、

イ タ リアではユダヤ人がオスマン帝国内へ移住す

ることを厳しく制限していた。つまりこれはベネチア

やジェノヴァの貿易国家にとってオスマン帝国は最

大の商売敵であ り 、そ こへ優秀な商人であるユダ

ヤ商人が引き抜かれることが不利になる と見越し

てのことであった。

メフ メ ト ２世は個人的にもユダヤ人を優遇してい

て、彼の侍医にヤコブという者がいて終生仕えてい

た。また彼は外交使節としても用いられて、ベネチ

アへ準外交使節として遣わされ外交活動を行なっ

た 。ユダヤ人 とい うのは現代でも言語能力が高 く

て、多言語を理解する人が多いし、今も昔もユダヤ

人の情報ネ ッ ト ワ－ク とい うのが強力で各地の情

報がいち早く伝わる。このようなことが現実的な政

治家である メフ メ ト ２世を してユダヤ人を重用せし

める理由であった、と言える。そしてメフメ ト ２世以

降のスルタンたちもユダヤ人を優遇する政策をとり

続ける。

１ ５世紀末～１６世紀にかけて、オスマン帝国の

ユダヤ人に対する根本的な変化をうながす事件が

発生するが 、それはスペインにいたユダヤ人がオ

スマン帝国内 （ イス タンブルやサロニカなど ）へ集

団的に移住してきたとい う こ とであった 。 これはス

ペイン史の領域になるのだが、 １ ４ ９ ２年にグラナ

ダが陥落してイベリア半島におけるイスラム国家が

完全に消滅する 。レコンキスタによってイベリア半

島がキリスト教徒支配のものになると、半島にいた

ユダヤ人たち （彼らは様々な非常に高度な技術を

持っていたが）約 20 万人のうち半数が国外に脱出

する 。 なぜかとい う と カステ ィ リ ャの両王が厳しい
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異端審問を行ない、それまでキリスト教徒たちと共

存してきたユダヤ教徒たちが命からがら逃げざる

を得な くなったからであった。数万のスペイン系ユ

ダヤ人がオスマン帝国へ亡命者としてやって来た

とされているが、これをまたオスマン帝国側では大

歓迎した 。特に第 ８代スル タンのバイ ェズ ィ ト ２世

は 、 「ユダヤ人を迫害する者は死に処する 」 とい う

勅令を発している。これ以後スペイン系ユダヤ人の

セファルディムは、オスマン帝国内の都市で欠くこ

とのできない存在になる 。ど う してスルタンたちが

ユダヤ人を歓迎したかというと 、それは彼らの能力

であった 。特に貿易 ・金融 ・医術 ・軍事技術 ・国際

外交などの分野においてで、この中で貿易・金融に

関してはユダヤ商人が有名であり 、また医術も有

名だが、軍事技術はちょっと意外かも知れない。こ

の頃の武器というのはもう大砲 ・鉄砲で、 これらを

鋳造する高い技術がユダヤ人にあったのである 。

国際外交に関しては、ユダヤ人のネットワ－クが外

交官にとって心強いものであった 。このようにこの

当時のオスマン帝国では、セファルディムたちを多

方面に用いていた。

次に１ ６世紀オスマン帝国最盛期のユダヤ人に

ついて考えてみたい 。オスマン帝国の基礎を築い

たのは征服王メフメ ト ２世であるが、在位１５１ ２～

２ ０年のセ リム １世が当時東方の最大の敵であっ

たエジプトのマムル－ク朝を滅ぼし、アラブ諸国の

ほぼ全域がオスマン帝国支配下に入る 。このセリ

ム１世が他のスルタンと同じようにユダヤ人を重用

して、貨幣鋳造や両替などの重要な財政業務に彼

らを任用した。ちなみにこの当時のオスマン帝国の

貨幣は、鋳造と言 うよ り も銀などを薄 く打ち出した

ものである。イタリアの貿易都市がそれぞれ貨幣を

持っていたことから両替は重要であった。ユダヤ人

たちは両替商を営み 、そのまま金融業者 ・高利貸

にもなった 。イスラム法のもとではお金を貸して利

子をとるというのは非合法となっていたが、ユダヤ

教徒はそのようなこ とはないのである。セリム１世

の後の時代には、重要な財務長官にさえユダヤ人

が任命された。 （ただその場合、その人物はイスラ

ムに改宗していた。）

壮麗王スレイマン１世 （在位１ ５ ２ ０～ ６ ６ ）の時

代は、最も国力が充実し領土も広がった。彼はウィ

－ンまで攻めたが、これによってドナウ川の南側ま

でオスマン帝国の支配下に入ることになった。そし

て自発的に東方のユダヤ人（アシュケナジム）たち

が多数オスマン帝国内の諸都市へ移住を始めた。

ここでヨセフ ・ナス ィ という人物についてである。

彼はポルトガル生まれで 「マラ－ノ 」 であった 。 「 マ

ラ－ノ 」 というのはもともと豚という意味だが、これ

はユダヤ教からキリスト教への改宗者のことで、ス

ペインのキリス ト教徒たちが侮蔑的に呼んだ言葉

であった 。 これは厳しいスペインの異端審問の影

響がある 。 マ ラ－ ノたちは改宗後も隠れユダヤ教

徒ではないのかと 、例えば豚肉を食べるかど うか

（ユ ダヤ教徒は豚肉を食べない ） とか金曜日に礼

拝をしていないか（ユダヤ教は金曜日が礼拝日）な

どと疑われていたのである 。そしてまさにこのヨセ

フ ・ナス ィは隠れユダヤ教徒であった。彼は国を相

手にするよ うな大富豪であったが 、異端審問に耐

えられず、１５５３年前後にイスタンブルへ移住して

くる 。彼はオスマン帝国に重用されて、ナクソス島

の領主に任命され地中海貿易を左右した 。このよ

うに１６世紀はオスマン帝国の最盛期であったのと

同時に 、オ スマン帝国内のユダヤ人にと って も黄

金期であったと言われている。

これが１７世紀になると状況が暗転する。この時

期はオスマン帝国にとって下り坂で、具体的には２

つの強敵が現れる。ハプスブルクのオ－ストリアと

ロシアの侵攻である。そしてユダヤ人の運命にとっ

ても重要な時期となる。１６ ４ ８～４ ９年にかけてポ

－ランド南東部とウクライナでユダヤ商人に対する

小作農民の暴動が起きて、ユダヤ人が大虐殺され

た。その数は、ユダヤ年代記によると１ ０万人だと

いうことである。この暴動がなぜユダヤ商人たちに

対して起こされたのかというと 、彼らが土地の持ち

主である貴族たちに代わって税を取り立てていた

からであった。小作人たちにとっては領主よりも目

の前の商人が敵であったのである。ユダヤ人という

のは社会で大きな ス ト レ スが溜ま った時に 、 その

「ガス抜き」の対象とされてしまう。ユダヤ人の情報
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ネッ トワ－クによって 、ポ－ランドの同胞のユダヤ

人たちが殺されたことはオスマン帝国のユダヤ人

にも伝わって、非常な危機感を持つことになる。

そのような状況からオスマン帝国内のユダヤ人

の間でメシア （救世主 ）待望論が流行して、ついに

シャブタイ ・ ツヴ ィとい う名の人物が現れて自分が

メシアであると宣言するのが、１ ６６ ５年のことであ

った 。このシャブタイ ・ ツヴ ィは、生まれはイズミル

であるが 、当時オスマン領のパレスチナのガザで

アブラハム・ナタンという人物と出会って、実はこの

人物が実質的な首謀者であるが、宣伝活動を始め

る。彼はメシアである宣言をした後、オスマン帝国

のみならずヨ－ロッパのユダヤ人たちにもメシア出

現という手紙を発送し、更に行進を開始する。ガザ

からアレ ッポ ・ イズ ミル ・ イス タンブルへと渡 り 、彼

は「１ ６ ６ ６年にオスマン帝国の支配者となりスルタ

ン を僕とする 」 と予告する 。 この １ ６ ６ ６年 とい う年

が問題のある年で、当時ユダヤ教徒にもキリスト教

徒にも 「千年王国 」 とい う思想があって 、これは救

世主が現れて理想的な統治を１０ ００年間行なうと

いうものだが、計算によると、その年が１６６６年で

あると考えられていたのである。しかし彼はオスマ

ン当局によって海上で拿捕され投獄される。更にス

ルタン臨席の査問会で詐欺師であると告発されて、

改宗か死かを迫られる。彼はあっさりとユダヤ教を

棄ててイスラム教に改宗し、その後トプカプ宮殿の

門番となり、１６ ８０年にアルバニアで全く普通の人

間として死ぬ。この事件そしてその失敗は、ユダヤ

人社会に大きな挫折感を与える ものであった 。

次の１８世紀という時代は、オスマン帝国のユダ

ヤ人社会について言 うならば全 く沈滞の時期にな

る 。活動が停滞しユダヤの伝統、特にユダヤ教の

戒律や儀式をしっか り と守れな くなって くるのであ

る。ヘブライ語を、ラビたちでさえ忘れてしまうとい

う こ と もあった 。 さらにこの時代がオスマン帝国の

完全な衰退期で、圧倒的に西欧諸国の力が優勢に

なる。こうなると西欧のユダヤ人の方がオスマン帝

国のユダヤ人よりも強いネッ トワ－クを持ち、オス

マン帝国のユダヤ人がそこからはずされ孤立する

ことになる。これによってイスラム教への改宗者が

増加する。これは強制的にさせられたのではな く、

自発的にそ う していたのである 。 こ う してオスマン

帝国のユダヤ人が弱体化してい くのである 。

１ ９世紀になると 、西欧諸国に押されっぱなしだ

ったオスマン帝国で 「上からの 」 （スルタンからの ）

改革が行なわれた。かつて軍事的に西欧を圧倒し

ていたオスマン帝国は逆に守勢に立たされていた。

理由は様々だが、西欧諸国では三十年戦争を経て

兵器・戦術が進歩するが、それに対してオスマン帝

国は多くの領土を得た後は兵器の改良などは行な

われず、武器の性能にはっきりとした差があったの

である。それだけではな く、オスマン帝国は軍事国

家で軍隊がスム－ズに動員されるはずのものであ

ったのに、それが機能しなくなっていた。こうしてオ

スマン帝国においてまず軍事面から西欧に追いつ

こう、更には国家全体の改革が必要だ、となってい

くのである。そしてそれらが支配者による「上から 」

の改革であったのである。ユダヤ人たちはこうした

改革運動に積極的に参加しようとした。オスマン帝

国のユダヤ人というのは常にスルタン、オスマン国

家に対する忠誠心を終始失わなかった、という点で

同じ非ムスリムのキリスト教徒やアルメニア正教徒

と対照をなしている。そういう点ではトルコ人にとっ

て彼らは裏切らない人々なのである 。ユダヤ人の

軍務参加の開始というのがあるが、本来ユダヤ人

・ギリシア人 ・アルメニア人などは最初から軍務か

らはずされていた。それは一人前と見なされていな

いからであった 。 １ ７ ９ ９年以降初めてユダヤ人が

海軍に採用されるようになると、彼らは認められた

ということで喜んで参加するのである。ユダヤ人は

文弱なイメ－ジを持たれていたが、必ずしもそうで

はない 。また １ ８ ２ ６年には無頼集団と化していた

イェニチェリ軍団が廃止されたが、これはユダヤ人

社会には朗報であった。なぜならば、ユダヤ人たち

は彼らの乱暴狼藉による一番の被害者だったから

である。１８ ３ ９年のギュルハネ勅令に「ムスリムと

非ムス リム とにかかわらず 、生命 ・ 名 誉は保障 さ

れ、財産を自由に所有できる。財産没収は行なわ

ない 」 と定められているが、 これは逆に言うとそれ

以前は非ムスリムの生命や財産が保障されないこ
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ともあったということで、ユダヤ人たちもそのように

される可能性があったわけである。突出して富裕に

なり過ぎてしまったユダヤ商人の場合、国家によっ

て財産が没収されるということが時々あったのであ

る 。勅令ではこのよ うなこ との禁止がはっきり と明

文 化 され 、 これ も ユ ダヤ人に と っ て は朗報 と な っ

た。これ以後の青年トルコ運動などのオスマン帝国

末期の復興運動において 、ほとんど常にかなり有

力なユダヤ人出身の運動家の流れを見ることがで

きる。

このようにオスマン帝国のユダヤ人は改革運動

に参加するが、１９世紀にオスマン帝国が死に体と

なる 、すなわち自国のことを自らで決定できな くな

り、財政破綻、銀行から借りたお金が一銭も返せな

い状況となって、破産宣言をするに至り、破産管理

委員会が西欧の銀行の代表によって作られて、彼

らがオスマン帝国の内政を左右するようになる。例

えばオスマン帝国のタバコは 、 フランスの１タバコ

会社が管理するようになって利益はその会社のも

のとなり、オスマン帝国は半植民地状態になってい

くのである。

このよ うな状況の中で 、西欧のユダヤ人による

シオニズムと呼ばれるパレスチナ帰還運動が起こ

った 。 これにはオスマン帝国内のユダヤ人はほと

んど関与していない。そしてその最大のスポンサ－

はイギリスであった。イギリスにはユダヤ人の実力

者が多く、例えば首相のディズレイリは完全なユダ

ヤ系で、ユダヤ親派であることを隠そうとはせず、

公然とシオニズム運動を支援した。考えてみるとパ

レスチナ地方は１９１ ８年まではオスマン帝国の領

土なので 、そ こに西欧のユダヤ人たちを帰還させ

るとい うこ とを外国が勝手に決めるということは完

全に内政干渉にほかならないのだが、その当時の

ヨ－ロッパ人には問題にならなかったのである。そ

し てイギ リスの外相パ－マ－ス トンが １ ８ ４ ０年頃

から、オスマン政府に対してユダヤ人のパレスチナ

入植を許可するように圧力をかけ始めるのである。

その背後にはユダヤ人の帰還に関して、ユダヤ系

財閥ロスチャイルド家からの資金援助が約束され

ていた。 このようなイギリスによる内政干渉に対し

て 、オスマン帝国は常に及び腰で拒否することが

できなかった。

例えば１ ８ ４ ０年のダマスクス事件というのがあ

るが、これはダマスクスでカトリック系のカプチン会

の修道士がユダヤ人によって殺されたとい う事件

で、オスマン政府が容疑者を逮捕 ・拘束するとヨ－

ロッパ側はこれをユダヤ人弾圧だと捕らえて、イギ

リスのユダヤ人代表団がダマスクスまでやって来

て当局に譲歩を求める。そうしてスルタンが勅令に

よってユダヤ人弾圧を禁じて、ヨ－ロッパの言いな

りになるのである。１ ９世紀の帝国主義真っ盛りの

時期なので仕方なかったのかも知れないが、オス

マン帝国におけるユダヤ人問題というのはもはや、

オスマン政府の権限を超えてヨ－ロ ッパの列強の

言いなりの状態になってしまったのである。

オスマン帝国末期のユダヤ人社会であるが、１９

０ ８年に青年トルコ革命というのが起こって改革運

動を推進してきた青年将校たちが政権を奪取する

のだが、そこからドイツ ・オ－ストリア側に参戦して

第一次世界大戦に突入してしま う 。その結果負け

てイラク ・シ リア ・パレスチナを失ない、イギリスや

フランスに解体されてしまうことになる。このような

状況下のオスマン帝国に対して、それまでムスリム

と共存してきたギリシア正教徒 ・アルメニア正教徒

のミ ッレ トがムスリムに対する裏切りとしか言えな

いような行動をとり続けた。ギリシア正教会は完全

にイギリス側につき、その威をかりてオスマン政府

に対して非常に多 くの要求を突きつけ 、最終的に

はギリシア人が多数住んでいる地域を 、 １ ８ ３ ０年

に独立していたギリシアに対して返還するように要

求したのである。首都イスタンブルも本来はギリシ

ア人 ・キ リス ト教徒の都市であったのだ 、 と さえ主

張した。アルメニア人もオスマン帝国下で必ずしも

抑圧されていたわけではなく 、むしろユダヤ人など

よりははるかに優遇されていたが、オスマン帝国末

期には北方のロシア帝国などにそそのかされ、実

際援助を受けて、独立したアルメニア国家をつ くり

たいということで、第一次世界大戦前後に疲弊した

オスマン帝国に反旗を翻すのである。

対照的にユダヤ人たちには このよ う な こ とがな
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かった。１８ ９２年、この当時オスマン帝国の先行き

が暗いものであったにもかかわらず、セファルデ ィ

ム系ユダヤ人のトルコ移住４０ ０年を祝う行事が行

なわれて、スルタンのアブデュルハミト 2 世に感謝

の意を表明するとい う ことがあった 。またその後 、

ユダヤ人のミッレトはオスマン政府による陸軍兵士

徴用に応じた。 （ギリシア正教・アルメニア正教のミ

ッレトはこれを拒否。 ）第一次世界大戦と戦後の連

合軍占領期にはユダヤ人社会は一貫してオスマン

帝国への忠誠を守り、例えば１９１８～２３年までイ

スタンブルがイギリス海軍を中心に占領され、イギ

リス海軍の代表者が地元のユダヤ人社会に対して

協力を要請したが、ユダヤ人の指導者はこれを拒

否している。このようにオスマン帝国のユダヤ人が

骨の髄までオスマンルになりきれたと言えるほどオ

スマン帝国に同化していることが分かる。そのこと

が現在でも トル コ人のユダヤ人に対する見方が 、

ロシア人やアルメニア人に対してよりも暖か く見え

る理由だと思われる。

現在の トルコ共和国についてであるが、現在の

政府は法律的には正式にマイ ノ リ テ ィ－の存在を

認めていない。トルコ共和国の憲法には「宗教と人

種の区別なしに全ての人民はトルコ人である 」 とい

う条項があって 、オスマン帝国時代は多民族国家

だったのであるが、 トル コ共和国は単一民族国家

で、ギリシア人 ・アルメニア人 ・ユダヤ人であっても

全て トルコ人だというのである。 トルコの国勢調査

の第一問は常に 「あなたはトルコ人ですか？ 」とい

う もので 、単一民族国家に こだわ ってい るのであ

る。確かに現在、ギリシア人やアルメニア人などは

マイ ノ リテ ィ－と さえ言えないほど数は減っている

が、例えばトルコの東部には「クルド人 」という民族

的 ・言語的にはむしろイラン人に近い人たちが多く

住んでいて 、彼らは トルコ人であるこ とを拒否して

おり、この問題はゲリラという形で出ている。

最後に 「ドンメ 」 という言葉であるが、これはユダ

ヤ教から イス ラムへの改宗者のこ と を指す 「 転向

者」という意味で、スペインの「マラーノ 」 （隠れユダ

ヤ教徒 ）と同様の差別語である。ただしオスマン帝

国でも トルコ共和国においても、かつてのナチスド

イツが行なったような組織的なユダヤ人迫害という

のはなかった。例えば１９３３年にヒトラ－がユダヤ

人の知識層に対する迫害を行なった時に 、 トル コ

共和国は多くのユダヤ人を亡命者として受け入れ、

彼らが トルコの主要な大学の教官に任命されて ト

ルコ共和国の学問の水準を向上させた、と言われ

ている。

ユダヤ教徒の人口についてであるが、正確な数

字はなかなか分からないが、拾えたものだけで言う

と 、

１ ８ ６ ７年 ： １ ２ ５ ， ０ ０ ０人

（イスタンブル４０ ， ０ ０ ０人 ）

１ ９ ２ ７年 ： ８ １ ， ８ ７ ２人

（ 同 ４ ６ ， ７ ８ １人 ）

１ ９ ５ ５年 ： ４ ０ ， ３ ４ ５人

（ 同 ３ ６ ， ９ １ ４人 ）

１ ９ ６ ５年 ： ３ ８ ， ２ ６ ７人

（ 同 ３ ０ ， ９ １ ３人 ）

１ ９９ ０年 ： ２ ６，０ ００人

（ 同 ２ ２ ， ０ ０ ０人 ）

となっている。こうしてみると減少の一途をたどって

いるが、最大の理由はイスラエル共和国が成立し

たことで、オスマン帝国のユダヤ人はシオニズムに

は参加しなかったが、建国されるとやはり移住して

いる。現在トルコ共和国はイスラエル共和国と国交

を結んでおり、良好な関係にある。

《 質疑応答 》

Ｑ ；スペインやドイツのユダヤ人なら分かるが、

なぜミッレトで存在を認められたオスマン帝国の

ユダヤ人において 、ヘブライ語の忘却が進行し

たのか。 （札幌新川 ・佐々木 ）

Ａ ．やはり １ ８世紀にオスマン帝国のユダヤ人が、

ヨ－ロッパのユダヤ人のネットワ－クから孤立し

たことが大きいと思う。また彼らがギリシア人・ア

ルメニア人に比べて 、オスマン社会に過剰に同

化してしまったこともあると思う。ちなみに現在の
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イスラエル共和国のヘブライ語は 、意図的に復

活させたものである。

Ｑ ；現在でも、かつてミッレ トにあったような宗教的

意識・教育が残っているのか。

（北星新札幌・松本）

Ａ ． ミ ッ レ トは完全にな くなっているが、あえて言う

ならばユダヤ教ではシナゴ－グやユダヤ人学校

ギリシア正教の場合はイスタンブル司教区とい

う形で残っている。

Ｑ ；セファルディムに比して、アシュケナジムのユダ

ヤ人たちが果たした役割は何か。

（興部 ・千田 ）

Ａ ．史料が少なくてはっきりしたことは言えない。セ

ファルデ ィムたちが活躍していたことは言える 。

ただし後のイスラエル共和国では逆に、アシュケ

ナジムたちが活躍している。

Ｑ ；オスマン帝国に同化し過ぎたユダヤ人とギリシ

ア人 ・アルメニア人の違いは何か。

（興部 ・千田 ）

Ａ ．地縁的なもの 。ギ リシア人 ・ アルメニア人は故

郷が近いが、ユダヤ人たちは故郷を失った流浪

の民で、オスマン帝国に受け入れてもらったとい

う意識がある。

Ｑ ；ユダヤ教徒、キリスト教徒、イスラム教徒のミッ

レトどうしの横のつながりはどのようであったか。

（ 美唄工業 ・今井 ）

Ａ ．むしろつながらないようにしていた、と考えられ

る。

Ｑ ；オスマン帝国下ではロ－マ ・カ ト リ ックは存在し

たのか。 （北星新札幌・松本）

Ａ ． ク ロアチアにはカ ト リ ッ クがあったし 、ハンガリ

－のトランシルバニアにはプロテスタントもいた。

実はギリシア正教・アルメニア正教以外のキリス

ト教は、一つにまとめられてアルメニア正教のミ

ッレトに含まれていた。

研究発表

「スペイン史 ー ３つの謎」

札幌開成高等学校

武田 秀治 氏

【はじめに】

～【 「ローマは一日にしてならず」の謎】

私がスペインに関心を持ち始めてから十数年に

なる。その頃に手にしていた『世界史資料・名言集』

（ １ ９６ ９年 ・山川出版社）では、 「ローマは一日にし

てならず 」はセルバンテスの 『 ドン ・キホーテ 』の中

の言葉だと されており 、以来ずっとそ うだ と思って

きた 。自由国民社の格言集にも同じ事が書かれて

おり、有名な樺山紘一氏の『ローマは一日にしてな

らず ・世界史のことば 』 （岩波ジュニア新書 ）の第１

版 （ １ ９ ８ ５年 ）でもはっきりそ う書かれており 、 「読

者はこの言葉にあまり気づかないようだ 」 と述べて

いる。ところが同書の第７版 （ １ ９ ８ ９年 ）では、 「セ

ルバンテスのものだと言われてもいるが、定かでは

ない」と変わっており、どうしてなのか疑問に思った

わけである。

そこで、自分で岩波の文庫本『ドン ・キホーテ』正

・続編６冊を全文読んでみたが、期待していた成句

はなかった 。そんな折、 ９ ４年 ５月 ８日付朝日新聞

で、セルバンテスに関する研究 ・資料収集を行なっ
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ている鹿児島のアマチュア研究家・尾辻正見氏（ペ

ンネーム世路蛮太郎）を知り、この件に関して質問

してみた 。返事によると 、 「続編 」第 ７ １章中の 「サ

モーラも １時間では落城せなんだぞ 」という文句が

あり 、 『 スペ イン語諺読本 』 （駿河台出版 ）にも 「サ

モーラ云々」は 「ローマ云々」と同じ意味とあるので

間違いない、とのことであった。私は 「ローマ 」にば

かり気を取られて 「サモーラ 」を見落としてしまって

いたのであった。それにしても 「サモーラ 」は 「ロー

マ」ではないわけで、わからないままであった。

今年２月、書店で 『世界の故事・名言・ことわざ 』

（ 自由国民社 ） を見ていたら 、 『 ド ン ・ キホーテ 』の

邦訳者・高橋正武氏 （故人）が、 「ローマ云々」と訳

された英訳版を邦訳したために、この誤りが生じた

と発表した 、と書かれていた。そこで 、何に高橋氏

が発表したのか、その英訳本とは何かを知りたくて

出版社や世路蛮太郎氏に問い合わせたが 、出版

社からは未だ返答がない 。世路氏は 「 コ ラムの通

り」とのことである。

その後 、昨年大変読みやすい 『 ド ン ・キホーテ 』

の新訳 （岩波書店 ）を出 された東京外大の牛島信

明氏と 、 （ セルバンテスに 『 ド ン ・キホーテ続編 』を

書かせ る役割 を し た と され る ） 『 贋作 ド ン ・ キ ホー

テ 』 を邦訳した神奈川大の岩根国和氏にこの件を

問い合わせてみた。岩根教授からは、高橋氏は自

分の恩師で亡くなるまで薫陶を受けたが、 「 ローマ

云々 」の話は聞いたことがなく 、何かの機会に話さ

れたことかどうかも今となっては確認のしようがな

い 、 とい う返事を もら った 。ど う して自由国民社の

本に前述のコラムが載ったのか、いまもってわから

ないわけだが、 「ローマは一日にしてならず 」という

言葉が 『 ドン ・キホーテ 』に出ていないということは

確定なようである。ではなぜ「サモーラ」が「ローマ」

に変更になったのか、ということについては、自由

国民社のコラムに書かれてあるよ うに 、英訳の際

にイギリスでなじみの薄い「サモーラ云々」を 「ロー

マ云々」に変えて訳した、というのがどうも真相らし

く 、岩根氏もどこからこのように変わったのか機会

があったら調べてみたいとのことであった。牛島教

授は 、先の岩波ジュニア新書の誤りを指摘したの

は自分であり、 （ 「ローマ云々」の成句は）実際は中

世ラテン語の諺に由来するようだ、 という返事をい

ただいた。

『 ドン ・キホーテ 』を終わりまで読むというのは大

変なことだが、今回出た岩波の新訳（牛島訳）の『ド

ン ・キホーテ 』は非常に読みやすいものなので、ぜ

ひ一度チャレンジしてみてはどうか。

【ザビエルと胡椒】

ザビエルと胡椒の謎については、日本史の先生

や大学の教授（岩根氏ら ）、あるいは『歴史と地理』

（山川出版社 ）の 「日本史研究 」の賢問 ・愚問欄に

質問してみたが、 いまだかつてわからいままにな

っている。

ザビエルがローマのイエズス会に送った書簡を

みると、来日の際に与えられたマラッカの最良の胡

椒３０バレル （約５トン半 ）で２年半の滞在費をまか

なった 、 と書いてある 。別の書簡には、 「神父を乗

せて くる船は 、胡椒をあまり積み込まないで 、多 く

て も ８ ０バレル （約 １ ４ ． ５ ト ン ） までにしなさい 。な

ぜなら ・ ・ ・堺の港に着いたとき、持ってきたのが少

なければ日本では大変よく売れ、うんと金もうけが

できるからです 」 と も書いている 。日本の胡椒のこ

とについては、ザビエル研究の第一人者であるドイ

ツのシ ュールハンマーは言及 していない 。河野純

徳著 『聖フランシスコ ・ザビエル全生涯 』 （平凡社 ）

には 「肉食が多 くない日本の食事では 、胡椒の需

要に限界があると見たからである 」と書かれている

が、どうもこの辺がポイントになるようである。当時

の日本で薬として消費されたこともないようである。

宮本徳藏著 『スペイン侍 』には胡椒のことが出て く

るし 、スペイン在住でスペイン狂として有名な中丸

明氏は （著書 『スペイン五つの旅 』の中で ） 「ザビエ

ルが広めたのはキリス ト教よりも 、むしろ胡椒であ

った 」 というよ うな表現をしているが、どう して肉食

していない日本で胡椒が必要であったのか、また２

年半の滞在費を胡椒でまか な ってい る とい う こ と

も、わからないままである。

『食の文化史』 （中公新書）によると、日本で肉食
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を禁止したのは 、仏教が広がり始めてから 、天武

天皇が禁止令を出し、猪 ・鹿は７２ ２年の元正女帝

の勅令で禁止され、それ以来幕末まで肉食は原則

的に禁止になっているわけである。さらにザビエル

が来たときだけ一時的に、庶民が肉に触れる事が

あったとされ、信長 ・秀吉と肉の関係や、京都の人

が牛肉を「わか」と呼ぶのはポルトガル語の「 ｖ ａ ｃ ｃ

ａ 」 が由来だとい うこ とを述べている 。家光の鎖国

令で、日本は魚と野菜中心の食文化を完成させて

いったのだが 、出島のオランダ人の影響で 、蘭学

者の中には将軍家に肉食を勧める者もいた 。とい

う こ とで 、上の人たち （貴族 ・大名 ）は 『 薬猟 』 とか

『薬食い 』に名を借りて肉を食べていたらしいのだ

が、この本には胡椒の記述はない。

次に 『朝鮮半島の食と酒』 （中公新書）をみると、

朝鮮にはトウガラシ以前から胡椒がある。１ ５世紀

から、日本の九州 ・対馬から胡椒を輸入していると

い う記録があるのだが 、時代的に早すぎる気もす

る。朝鮮では儒教中心なので肉食のタブーがなくな

っており、肉食用または薬用として使われるために

胡椒がかなり使われているようである。やがて、朝

鮮では胡椒が日本でとれるものと思われていたの

がそうでないとわかり 、胡椒の代わりにトウガラシ

が使われていくようになる。

ザビエルが堺の港にかなりの胡椒が来ている、

と言っているので 、 『堺 ・海の都市文明 』 （ Ｐ Ｈ Ｐ新

書 ）を見てみると、当時日本で大量に産出していた

銀が、東南アジア貿易圏と中国貿易圏を結びつけ

るものであり、ポルトガルが中国から生糸を日本へ

運び、日本で得た銀で東南アジアから胡椒を買っ

てヨーロッパで売る、という貿易関係ができていた

らしく 、なおかつ日本に胡椒が持ち込まれていたよ

うである。ところが朝鮮に輸出するにしても中国に

輸出するにしても 、 （位置的にみて ）わざわざ瀬戸

内海を通って堺に持ってい く必要はな く 、かえって

九州の平戸あたりからの貿易のほうが近 くていい

ような気もする。どうして大量の胡椒が持ち込まれ

たのか 、とい う こ とについては、胡椒を １隻の船で

何トンも運ぶのは不可能だという学者もいるし 、日

本で猪とかを一時期食べていたために使われてい

たのかも知れないが、全 くわからない。銀について

は、当時の日本の銀が、スペインのポトシ銀山にも

匹敵する産出量だったのではないかという最近の

ヨーロッパの研究もあり、問題となっている。

ザビエルについては、 １年ほど前の北海道新聞

紙上で 、 ５ ０年前にザビエルの 「右腕 」が来道して

いたことについて書かせていただいたことがある。

また昨年、福山のカト リ ック教会で 、たまたま来日

していたザビエルの「右腕」 （肘から先）を見る機会

があり、写真に収めた。これは、ローマのイエズス

教会に保存されているものである 。腕の部分の肉

がかなり削がれているが、これは聖遺物崇拝のた

めに細か く切 り分けられて各地の教会に配られた

ためである 。遺体のほうは 、 イン ドのゴアにある 。

遺体が腐っていないこ とが奇蹟ではないかと され

て、証拠の品として右腕が切り落とされているので

ある 。肘から上の部分は二つに分けられ 、一つは

江戸時代まで日本にあったが禁教令のために行方

不明となり 、 もう一つは現在マカオにあると聞いて

いる。

【ベラスケス、その家系の謎】

昨年１２月２日付読売新聞夕刊に、上智大学・大

高保二郎教授が 『解明進むベラスケス像』という記

事を書いた。そこに 「ベラスケスはイタルゴ （郷士）

ではなかったのみならず、改宗ユダヤ教徒の家系

かもしれないことが明らかにされた （ プラ ド美術館

紀要最新号） 」と書かれていた。大高教授に手紙を

送ったと ころ 、 『 プ ラ ド美術館紀要最新号 』 （英文 ）

のコピーを送っていただいた。実はベラスケスの家

系にはユダヤ系の血が流れているのではないか、

ということは前々から言われていたのだが、紀要に

よると最近の研究でそのことが明らかになってきて

いるらしい。

いままでは 、父がポル トガルから移住した下級

貴族、母はセビリアの出身ということで、一応貴族

の流れを くんでいたことになっていたわけである。

５７歳の時に描いた、最高傑作といわれる『ラス ・メ

ニーナス （宮廷の侍女たち ） 』の中のベラスケスの
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自画像の胸に、サンテ ィアゴ騎士団の赤い十字が

描かれている 。 これは貴族の証明となるものであ

る。絵が描かれたときには無かったもので、サンテ

ィ アゴ騎士団の騎士に叙任された後でベラスケス

が自ら描き加えたとも 、国王フェ リペ ４世が描き加

えたとも言われている。とにかく貴族の中の貴族に

なりたかった、ということは間違いない。

下級貴族（イダルゴ ・郷士）というのは、名ばかり

の貴族であった。一応貴族と名乗るには異民族（ユ

ダヤ人 ・ モーロ人 ）の血が混じ っていないことや 、

自分も先祖も職人や商人の仕事にいっさい就いて

いないことが証明されなければ、貴族の称号がもら

えない。 （ベラスケスについても ）いろいろな審査が

あって 、何回か申請 して却下されたのだが 、結果

的にはローマ教皇とフェリペ４世の推挙によって騎

士に叙せられたのである。

それが 、大高教授によると 、先祖に血統的にも

職業的にも疑わしい人がいるのではないか、という

ことが明らかになったというのである。ことにスペイ

ンにおいては、宮廷の中で成功した人物は正真正

銘の貴族でなければならない、ということが絶対的

に必要であった。ベラスケスは死ぬ９ヶ月前にやっ

とそれを実現するわけだが 、よ く 「 ベ ラスケスは寡

黙 」 と言われているが、 これはどうも先祖の事とも

関係があるようである。当時のスペインでは血の純

粋さが非常に重要視されていたので 、素性の怪し

い家系図の持ち主を調べるために、系図調査官が

絶えず目を光らせていた。

前述の 『プラ ド美術館紀要 』の 『デ ィエゴ ・ベラス

ケスの秘かな経歴 』 （ 副題 「 この画家がサンティア

ゴ騎士団の申請に於いて隠そうと苦労した家族背

景 」 ） を見る 。第 １章 「調査 」では 、 「 アン トニオ ・パ

ロ ミー ノ （ベ ラスケスの評伝を書いた評伝作家 ）が

述べているように、 （中略）フィリップ （フェリペ ） ４世

がディエゴ ・ベラスケスに貴族の称号を与えるため

に、彼のもっとも入会したい騎士団を選ぶように提

案した。ベラスケスは、彼の職業の身分について何

ら疑いを持たれていなかったので、最も権威のあっ

たサンテ ィアゴ騎士団を選んだ 」 で始まっている 。

家系図を騎士団の会議に提出したのち、二人の調

査官が父方の聞き取り調査を行う 。当時父方の故

郷ポルトガルとは交戦中だったため、そこに近いガ

リシアで調査が行われたが、又聞きのようなもので

あ り緻密 さ に欠ける もの だ っ た と思われる 。 結果

は、古 くからのキリス ト教徒で 、卑しい仕事にも就

いておらず、ユダヤ人・ムーア（モーロ）人の血も入

っていないし、貴族である、と証言したそうである。

セビリアでは、 （ベラスケスの先祖が ）肉税が免除

されていた（肉税免除は貴族身分の証）という証言

もあり 、会議もこれらの証言に基づいてサンテ ィア

ゴ騎士団への入会を認めることになるわけである。

しかし、その後の調査で１６ ０ ０年の肉税記録簿に

出て くる フ ァン ・ ベラスケスはベラスケスの母方の

祖父ではなく 、 （実際の ）祖父は洋服仕立て人であ

り商人であった 、 フ ァ ン ・ベ ラスケス ・ モレ ノであっ

たとい う こ とがわかり 、 （前述の ）二人の調査官は

ベラスケスの害になる資料を無視し、買収した証人

で嘘の家系図を証明させた、となっている。父につ

いても 、本当はポル トガルで調査を行えばいいの

だが、ベラスケスはそれを嫌ってマドリードで調査

を行うように希望する。どうも彼自身、父方の方が

怪しいと感づいていたようで 、そちらで調査される

ことを嫌っていた節があるようである。

第２章 「ベラスケス家 」では、母方の祖父ファン ・

ベ ラスケス ・ モ レ ノは 、ズボン仕立て 、織物 、絹仕

立て、銀細工人で、商人、不動産賃貸人、そして時

として金貸し人であり 、奴隷の所有者でもあったと

述べられている。さらに借金を返済できず牢獄にい

たこともある 、 とも書かれている 。 さらに 『紀要 』に

は、スペイン現代哲学の祖オルテガ・イ ・ガゼットの

『ベラスケス論 』の一部が引用されているが、それ

は （ベラスケスが貴族の血筋であるとするよ うな ）

ベラスケスを神格化するようなロマンチックな内容

のものである。スペインでは、スペイン黄金時代の

画家・芸術家が純粋なスペイン人であるかのように

描く傾向があるようである。

『紀要 』の最後に 、 「私達が、貴族のそして古い

キリス ト教徒のベラスケスに本質的に身をゆだね

たままであるなら 、私達はこの画家の背景の探求

にバリケードを築 くばかりでな く 、強迫観念を彼の
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作品の解釈に置くものである 」 として事の本質を明

らかにするべきだと言っているらしいのだが、大高

教授によれば、ベラスケスはスペインを代表する国

民的画家で、 しかもその血統が孫娘の結婚からさ

まざまな家系を経て現在の王室まで流れているこ

とを考えると、その出自の真相を声高にすることは

難しいようである。

以前にまとめたものだが、スペインにおけるユダ

ヤ教徒の追放にもふれておきたい。１ ４ ９ ２年の出

来事といえば、レコンキスタ完了とコロンブスの新

大陸到達の年であるが、教科書ではまだ扱ってい

ないのがユダヤ教徒の追放である 。最近いろいろ

な研究がされており、特に京都大学の小岸昭氏の

ものが非常に印象的である。１４ ９ ２年８月２日をも

ってユダヤ教徒が国外追放され 、当時スペインに

いた約３０万人のユダヤ人（うちカトリックへの改宗

者が １ ０万人 ） の うち 、国外に去ったのが約１ ５万

人、そのうち １ ２万人が言語 ・環境の似たポルトガ

ルへ、他の３万人は北アフリカ ・イ タリア ・ トルコへ

移住した 。一説には、 この追放は財産目当てでは

ないかとも言われている。金銀は持ち出し禁止、持

ち物は手に持てる物だけで 、大抵の者は徒歩で 、

中には金貨を呑み込んで金冷えで腹をこわし垂れ

流しながらの悲惨な旅だったと言われている。残っ

た非改宗者約５万人は改宗の道を選ぶが、その実

体はマラーノ （隠れユダヤ教徒）であった。マラーノ

の数は先に改宗した１０万人と合わせて約１５万人

である。ポルトガルでもやがて追放され、一部はオ

ランダのアントワープ、アムステルダムへ逃れてい

った。

１９１ ７年、ポルトガルのエストレーラ山脈の中で

約１万家族の隠れユダヤ教徒が発見され、当時の

人々は衝撃を受けたそうである。現在、スペインに

はユダヤ人が約 ２万人いる とい うが 、ユダヤ人の

口は重 く自 らをユダヤ人だと名乗る人は少ないと

のこと 。 １ ９ ９ ２年 、イスラエル大統領、スペイン国

内のユダヤ教指導者、ファン ・カルロス国王の間で

和解が成立している。

☆

フランコに関しては、ついこの間、色摩力夫氏が

日本人として初めてフランコについて一冊の本にま

とめた『フランコ スペイン現代史の迷路』 （中公叢

書）を出版している。なぜフランコが３６年間にわた

って権力を握れたのか、ということはスペイン人側

から解明されていかなければこの問題は解明され

ない 、 と言われてきたが 、 よ うや く開かれてきたと

いう感じがする。

《 質疑応答 》

Ｑ；スペイン人の血の純粋さと異端審問との関係は

あるのか。またフランコのスペイン側の問題につ

いて 、 フ ラ ンコの長期独裁が可能であったのは

なぜか。 （札幌西・吉嶺）

Ａ ．異端審問については 、審問を行 う裁判官や宮

廷図書館にいた役人たちの中にコルベン ソ （ ユ

ダヤ教からの改宗者）がおり、彼らが自分の身を

守るために異端を処罰するという形になっていっ

たので、異端審問と密接に関係があると思う。

フランコのことについては、スペイン内戦があま

りにも悲惨な状況であり 、フランコを倒した場合

再び忌まわしい内戦を繰り返すことになりかねな

い、ということが関係しているようである。

Ｑ ；ザビエルの腕はミイラのようだが 。

（旭川龍谷ＯＢ ・中林）

Ａ．ザビエルの遺体が腐敗しなかったのは、棺に入

っていた生石灰の作用と 、病気のため瀉血をす

るなど して身体中の水分がなかったこ と も関係

があるようである。

Ｑ ； スペ インでは 、ベ ラスケスが貴族であってほし

いというナショナリスティックな意見があるのか。

宮廷画家だからなのか。 （札幌南・華輪 ）

Ａ ．宮廷で成功した者はそうであってほしいとい う

のがあるのかも知れない。

Ｑ ；ザビエルの右腕の写真を見ると 、ジ ュラル ミン

ケースのようなものの外側に木製の観音開きの
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ケースがあるようだが、これも一緒に送られてき

た物なのか。 （名寄恵陵・櫛井）

Ａ．そのようである。

Ｑ ； 戦国時代の雑兵に配られる袋の中に 、胡椒が

入っていたと聞いたことがあり、もしそうだとした

ら全国的にも相当量流通していたと も考え られ

る。気付けの薬とか、のどの渇きをとるとかにも

使われたそうだが、そういう形で民間に流通して

いたと したら 、あま り仰々し くは文献に残らない

と思うが。 （札幌平岸 ・田中 ）

Ａ ．紀伊半島では鯨の肉を食べるときに使ったとか

猪の肉の臭みを消すためにも使われたようであ

るが、それにしても量が多いし、たぶん中国や朝

鮮との関係で考えると うま くいきそ うな気もする

が。

☆ ☆ ☆

◆◆ 新刊紹介 ◆◆

世紀末から新世紀へ・ ・ ・ ということで、書店の歴

史コーナーのみならず世界史に関係する書籍が数

多く見受けられる昨今である。

ここでは、重厚な専門書というわけではないが、

昨年に刊行されたもので、普段の世界史の授業で

利用できそ うな 、あるいは参考になりそうな ３冊を

取り上げたい。

『地名の世界地図』

（２１世紀研究会編／文春新書）

地理の授業で生徒に説明をしていて、気がつくと

なぜかいつも （ 地理の内容から大幅に離れて ）歴

史の話で終わっていることに、我ながら自己嫌悪を

感じるのだが、最近は歴史の教師が地理を教えて

いるのだからと、妙に開き直っている自分がいる。

そういう私にとって地理の授業のみならず、世界

史の授業でも使える地名辞典になってくれそうなの

が 、 「地球を埋め尽 く した国名、都市名をはじめと

する地名は 、戦争と民族の大移動、大航海によっ

て生み出された壮大な歴史の大辞典なのだ」という

本書である。

世界史の教科書に大量に出て くる地名に、生徒

はうんざりしないわけがないのだが、そんな無味乾

燥とも思える地名の１つ １つに 、実は 、隠された 、

あるいは意外な 、 または予想外な意味があること

を知っていたら 、歴史はさらに楽し く なるのではな

いだろうか。

本書では、第１章 「地名は古代地中海から」から

第９章 「自然が生み出した地名」まで、世界の各地

域の地名について、各時代の歴史的事件や民族の

固有の生活文化といった情報を絡めながら 、その

起源や由来が実に簡潔に解説されている。正直言

って「もう少し詳しく知りたい！」という部分もあった

りするのだが、それは参考文献に任せることにした

い。

巻末に 「国名 ・首都名でわかった地名の五千年

史」という大索引があり、これも含めてコンパクトに

授業に利用できるのではないかと思うが。

『シネマウォーク

in World History Ⅱ 』

（伊藤弘成著／山川出版社 ）

以前、 「 『名作 』 と言われる作品を今の生徒は知

らないんだよなあ、小説にしても、絵画にしても、映

画にしても ・ ・ ・ 」 と先輩の先生が嘆いていたのを耳

にしたこ とがあった 。

授業の中で 、 「 この出来事は実はこの映画のこ

の場面で ・ ・ ・ 」 などと言っても一向に話が通じない

という経験は確かにあるが、だからといって今の生

徒が映画を全く受け付けないわけではな く、 「最新

の」 「話題の」 「流行の」という修飾がなくても、良い



- 17 -

作品に感動できる心はあるはず、とは思っている。

そうは言うものの、実際に授業の展開の中で、ある

いはゆっ く り時間をとって 、世界史に関する映画を

観せたいとは考えるが、生徒の理解度や効果、設

備的な面や授業進度等がやはり気になってなかな

か実現しないのだが・・ ・ 。

本書は、人類創世からカースト制度までの７０作

品を取り上げた同名タイ トルの続編で 、近現代史

の４７の映画作品を紹介している。パートⅠと同様

に、歴史を主題にした作品のストーリー解説と 、授

業の中で特にここ を見せたいとい う場面を 、 Ｖ Ｔ Ｒ

の検索カウンター （経過時間 ）の数字とそのシーン

の 所 要 時 間 と と も に ピ ッ ク ア ッ プ し た 「 こ こ を 観

る！ 」が 、大きな特徴となっている 。その他にも各

作品にまつわる裏話コーナーとも言える 「シネマこ

ぼれ話」も大変興味深く読める。

今回著者によって取り上げられた作品は、 『 ド ク

トル・ジバゴ』や 『追憶 』といった映画史の中の不朽

の名作から、 『セブン ・イヤーズ・イン ・チベット 』 『プ

ライベート ・ライアン 』 『さらば、わが愛／覇王別姫』

などの最近の話題作まで扱っており 、映画を利用

した世界史学習のガイドブック として 、有効な一冊

であろう。

授業で、生徒に、というよりはまず自分で読んで

（まだ観ていない映画については特に）参考になっ

た一冊である。

『音楽のヨーロッパ史 』

（上尾信也著／講談社現代新書 ）

ここ数年来、音楽教材を授業にどのように取り入

れるか、というこ とを個人的に考えてきたが、古代

から近現代まで 、世界の さまざまな地域における

歴史と音楽の関係を見る と 、実に音楽はいろいろ

な材料を私たちに提供してくれるのではないかと思

う 。 しか し 、関連書には 「音楽史 」の分野に関する

ものが多いのだが、なかなか 「世界史 」の中の 「音

楽 」という観点で書かれているものが意外と少ない

ような気がしている。

本書は、そのまえがきで 「西洋音楽史のはじまり

をバッハに帰すのかグレゴリオ聖歌に帰すのかに、

この本は無関心である。 『音や音楽を通して時代を

描 く 』 こ と 、 これが本書の試みであり 、音や音楽が

歴史の現場にどのよ うに立ち合い、歴史を動かす

者にとってどのような意味を持っていたのか、音や

音楽が誰によってどのように利用され、時代を動か

したのかという疑問にこたえることが、本書の目的

である。 」とあるように、「歴史」を 「音楽」という切り

口で見せるとい う視点で書かれてお り 、音楽学や

音楽史の知識がそれほどなくても、音楽とともに歩

んだヨーロッパの歴史を充分に概観できるものにな

っている。

Ⅰ章「古代の支配する音」ではローマのパンとサ

ーカス 、それを求める民衆と悪魔の芸能を否定す

るキリスト教との板挟みになる皇帝について述べら

れているが、Ⅱ章 「天使の奏楽 」では、逆に中世キ

リス ト教が声や音楽を利用した戦略で人々に影響

力をもったと著者は指摘している。いずれにしても

「音 」 「音楽 」が人々の心をつかむ優れた方法であ

ることを、歴史は証明しているのである。さらに 「音

楽 」は 「絵画 」 と と もに意図的に情報戦略の手段と

して使われてきたと 、Ⅳ章 「音の宗教改革 」で述べ

られているところが、非常に興味深い。ここは宗教

改革の授業の中でもっとふれられて良い部分では

ない だ ろ う か 。 情報戦略 と い う側面か らは 、Ⅵ章

「国歌と国家 」において 、国歌が戦争音楽とともに

民衆に対する政治的プロパガンダと して背負わさ

れた負のイメージについても言及されている。

本書を読んで改めて、音楽・時代・歴史は切り離

せないものであると実感した。今後非ヨーロッパ地

域に関して、またさらに異なる視点から、 「世界史」

の中の 「音楽 」書が出版されるこ とを期待したい 。

<札幌南陵 吉田 徹>
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▼第３２回大会予定

日 時 平成１３年８月４日（土）

会 場 札幌市教育文化会館

講 師 未 定

研究発表 未 定 （募集中）

＠世界史研究会のホームページ＠

: 北海道高等学校世界史研究会

http://kigaru.gaiax.com/home/sekaishi

■編集後記■

昨年は世界史研究会３０周年ということで、 『三十周年記念誌』を発行した関係上、

２年ぶりの会報～第７号の発行となりました。まずは第３１回研究会の記録者の先生

方に感謝申し上げます。また今回初めて会報の編集を担当しましたが、不慣れなため

に事務局並びに関係の先生方にいろいろとご迷惑をおかけしました。この場を借りて

お詫び致します。今後とも紙面の充実に力を入れていきたいと思いますので、どうぞ

よろしくお願い致します。 （札幌西陵・中川雅史／札幌南陵・吉田 徹）


